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本日の話題本日の話題

機関リポジトリ• 機関リポジトリ

– Institutional RepositoryInstitutional Repository

共同リポジトリ• 共同リポジトリ

– ShaReプロジェクト

広島県大学共同リポジトリ• 広島県大学共同リポジトリ

– HARP
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広島大学 （自己紹介その１）広島大学 （自己紹介その１）

東広島市

学生数 16,000人
教職員数 3,200人
学部数 11 大学院数 12学部数 11 大学院数 12
キャンパス総面積 315ha

図書館：3キャンパスに5つ

宮島 広島市

図書館：3キャンパスに5つ
蔵書数 332万冊
職員数 50名
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企画調整（兼）学術情報リポジトリ主担当
（自己紹介その２）

2005年 CSI委託事業受託（以降現在まで）
ワーキンググループで公開準備

ポ2006年 広島大学学術情報リポジトリ(HiR)公開

主担当設置（２名）

CSI委託事業の中で共同リポジトリ構想CSI委託事業の中で共同リポジトリ構想

2008年 企画調整主担当（主として中国四国地区
協議会事務）と兼務
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協議会事務）と兼務

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/



機関リポジトリ機関リポジトリ
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機関リポジトリとは I tit ti l R it機関リポジトリとは Institutional Repository

大学等の学術機関内で生産された，さまざまな学術情報を収集、
蓄積、配信することを目的とした、インターネット上のサーバ

クロウ（RaymCrow）

「単独あるいは複数の大学コミュニティの知的生産物を捕捉し，保存するデジタル・コレ
クシ ン」生産者は学術機関の構成員 ンテンツは学術的価値を有するもの 累積クション」生産者は学術機関の構成員。コンテンツは学術的価値を有するもの。累積
的かつ恒久的に維持し、相互運用性とオープン・アクセスの保証

Crow, Raym. The Case for Institutional Repositories: A SPARC Position Paper. 2002. (online), 
available from http://www arl org/sparc/IR/ir htmlavailable from http://www.arl.org/sparc/IR/ir.html

（栗山正光訳）. 機関リポジトリ擁護論．（オンライン）<http://www.tokiwa.ac.jp/~mtkuri/translations/case_for_ir_jptr.html> 

リンチ（Clifford A. Lynch）

「大学とその構成員が創造したデジタル資料の管理や発信を行うために 大学がその「大学とその構成員が創造したデジタル資料の管理や発信を行うために，大学がそのコ
ミュニティの構成員に提供する一連のサービス」

Lynch, Clifford. Institutional Repositories: Essential Infrastructure for Scholarship in the Digital Age. 
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y c , C o d st tut o a epos to es sse t a ast uctu e o Sc o a s p t e g ta ge
ARL Bimonthly Report, No. 226, February 2003. <http://www.arl.org/newsltr/226/ir.html>.



そもそもの背景 学術 ミ ケ シ ンの危機そもそもの背景 –学術コミュニケーションの危機–

学術雑誌価格の高騰 → 購読中止

読者としての研究者

・必要な研究資源（ジャーナル）
著者としての研究者

・せっかく論文を書いても
が利用できない
・自分が書いた論文を自大学
で見られない！？

く論文を書 も
多くの人に読んでもらえない
（研究インパクトの低下）

無料オンライン公開（オープンアクセス化）

機関として行動を起こす！

無料オンライン公開（オ プンアク 化）
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機関リポジトリ構築



つまり機関リポジトリとはつまり機関リポジトリとは

• 自機関の教育研究成果を電子的に収集・蓄積・保存し

• 本文を
- 書誌情報にあらず

• 無償で
- 利用に課金しない

• 世界へ発信する
インターネット上の

電子書庫- 限られた範囲だけにあらず

• 機関の

電子書庫
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ねらいねらい

著者的

• オープンアクセス（無料公開)による読者獲得)
• 研究成果の可視性（ｖｉｓｉｂｉｌｉｔｙ）向上＆流通拡大

機関的

• 機関の研究活動成果の固定と保存
• 研究機関としての知名度向上

社会的社会的
• 教育・研究活動に係る社会への説明責任の履行
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通常のウェブ公開との違い通常のウェブ公開との違い

• OAI PMHに準拠したメタデ タを付すことで各• OAI-PMHに準拠したメタデータを付すことで各
種のエンジンから検索できるようになる
→入口が広がる→入口が広がる

– JAIRO(Japanese Institutional Repository Online)( p p y )
国立情報学研究所 http://jairo.nii.ac.jp/

– OAIster（ミシガン大学） http://www.oaister.org/
CiNii（NII論文情報ナビゲ タ） http://ci nii ac jp/– CiNii（NII論文情報ナビゲータ） http://ci.nii.ac.jp/

– Google, Google Scholar, Scirus, リンクリゾルバのター
ゲット

• システムやコンテンツの拡張性が期待できる
– 様々なコンテンツが同じシステムで管理・サービスできる

産プ 能性
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– 電子出版（生産プロセスの電子化）の可能性
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機関リポジトリと著作権機関リポジトリと著作権

リポジトリに登録すること
∥

リポジトリをプラットフォームにしてリポジトリをプラットフォ ムにして
著作権（複製権・公衆送信権）を行使すること

コンテンツの著作権者が誰なのか？
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コンテンツの著作権者コンテンツの著作権者

機関（著作権譲渡契約 等）
→ リポジトリ登録（セルフアーカイブ）の権利を残す・あるいは→ リポジトリ登録（セルフア カイブ）の権利を残す あるいは

許諾している場合が多い。 （海外で91% ）

著者 → 著者の判断で登録可。

機関の著作物を公開する場合機関の著作物を公開する場合
→著作権の在所を明確にする

機関に譲渡するか 著者に残して電子公→機関に譲渡するか、著者に残して電子公
開の許諾を機関に与えるか
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SHERPA/ROMEO http://romeo.eprints.org/stats.php 
SCPJ http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/scpj/



世界のリポジトリ世界のリポジトリ

• スウェーデン 34
イギリス 130 • カナダ 47• イギリス 130

• ドイツ 97

カナダ 47
• アメリカ 262
• ブラジル 62

• オランダ 24
• フランス 46

ブラジル 62
• 日本 64

イ ド
フランス 46

• イタリア 28
• インド 40
• オーストラリア 38

http://roar.eprints.org/計 1,243 （2009.1現在）
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日本のリポジトリ日本のリポジトリ

2009年現在、90のリポジトリが運用中。

• 北海道大学(HUSCAP) 千葉大学(CURATOR) ほか
http://www nii ac jp/irp/list/http://www.nii.ac.jp/irp/list/

• 機関の数は110 →共同リポジトリ
コンテンツ数 569,004件

http://irdb.nii.ac.jp/
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機関リポジトリ構築支援事業機関リポジトリ構築支援事業
（国立情報学研究所）

平成16年度平成16年度
学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロジェクト

平成17年度～

ＣＳＩ（最先端学術情報基盤）事業委託事業ＣＳＩ（最先端学術情報基盤）事業委託事業
http://www.nii.ac.jp/irp/

17年度（19大学）・18年度（57大学）・19年度（70大学）・20年度（68大学）

20年度採択プロジェクト
・発信力強化のための技術開発・複数のリポジトリの連携発信力強化のための技術開発 複数のリポジトリの連携
・機関リポジトリの持続性の確保や価値の向上に関する研究

・eサイエンスと機関リポジトリの連携の可能性についての調査・研究
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共同リポジトリ共同リポジトリ
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複数機関による共同リポジトリ複数機関による共同リポジトリ

複数機関で生産された教育研究成果等を複数機関で生産された教育研究成果等を
一つのサーバに蓄積・保存するリポジトリ

構築費用が抑えられる構築費用が抑えられる

技術・ノウハウを共有できる

中小規模機関ＩＲ導入の障壁を除去中小規模機関ＩＲ導入の障壁を除去

オープンアクセスの裾野拡大
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ある図書館員の悩み
・・・どちらに進むべきか？・・・

能 会的価値向

スパ 次世代
効能：社会的価値向上

効能：特になし

リポジトリ峠
ぬるまゆ
温 泉
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第3の選択肢第3の選択肢

能 会的価値向

スパ 次世代
効能：社会的価値向上

効能：特になし

共同新道
ぬるまゆ
温 泉 共同

リポジトリ峠
共同
ブートキャンプ

お悩み解決
20

お悩み解決



共同構築の意義共同構築の意義

• 経費・技術・ノウハウの共有• 経費・技術・ノウハウの共有
• リポジトリ構築の障壁除去

オ プンアクセスの拡大→オープンアクセスの拡大

連携の強化• 連携の強化
• サブジェクトポータル構築の可能性

地域の活性化 社会貢献→地域の活性化・社会貢献

サブジ クトリポジトリの例サブジェクトリポジトリの例
– 教育系サブジェクトリポジトリ（東京学芸大学）
– 遺跡資料リポジトリ（中国地区）
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遺跡資料リポジトリ（中国地区）



共同リポジトリの例（イギリス）共同リポジトリの例（イギリス）

Whi R R h O li• White Rose Research Online
– リーズ・シェフィールド・ヨーク大学のコンソーシアムに成立

– 三大学で一名雇用し、全ての業務を行っている。

– http://eprints.whiterose.ac.uk/

• SHERPA-LEAP
– ロンドンの学術成果のショウケースとなることを目的として– ロンドンの学術成果のショウケ スとなることを目的として

ロンドン大学（UCL)のサーバに各機関のコピーを作成。

– 2009年現在、13機関。2009年現在、13機関。

– http://www.sherpa-leap.ac.uk/
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国内の地域共同リポジトリ国内の地域共同リポジトリ

• 運用中

– ゆうキャンパスリポジトリ（山形）

– HARP（広島）

– SUCRA（埼玉）

– O-AIR（岡山）

– 沖縄

準備（構想）中• 準備（構想）中

– 山口

長崎– 長崎

– 新潟

福井
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– 福井

– 青森



運用中の共同リポジトリモデル運用中の共同リポジトリモデル

リポジトリ名 基幹大学 システム サーバ管理 コンテンツ
登録・管理

著作権処理

一体型 ゆうキャンパス
リポジトリ

山形大学 基幹大学
に同居

山形大学 山形大学 各機関

埼 大学 埼 大学 各機関 各機関SUCRA 埼玉大学 埼玉大学 各機関 各機関

独立型 HARP 広島大学 基幹大学 広島大学 各機関 各機関独立型 HARP 広島大学 基幹大学
と別シス
テム

広島大学 各機関 各機関

中間型 O-AIR 岡山大学 基幹大学
にコピー
を作成

岡山大学 各機関 各機関
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ShaReプロジェクトShaReプロジェクト

• 国立情報学研究所(NII)のCSI委託事業（領域2）

– NIIのスタンス：機関リポジトリの更なる全国展開・裾野を
広げるための方策として共同リポジトリを後押し。

• 共同リポジトリのシステムと運用モデルの改善・構築

• 担当者育成

• 全国への共同リポジトリ普及支援全国への共同リポジトリ普及支援

• 連携大学

広島大学（代表） 岡山大学 山形大学 埼玉大学– 広島大学（代表）・岡山大学・山形大学・埼玉大学
広島工業大学・長崎国際大学
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http://www.lib.hiroshima-u.ac.jp/share/share.html



平成20年度 ShaReの活動平成20年度 ShaReの活動

9月9月
• 情報交換会（埼玉県大学・短期大学図書館協議会）
10月

ワ クショップDRF/Sh R Hi hi （広島大学図書館）• ワークショップDRF/ShaRe-Hiroshima（広島大学図書館）
11月

• 長崎地区システム構築支援・研修会（長崎県大学図書館協議会）
• 研修会（新潟県大学図書館協議会）
• SUCRA（埼玉）スタート
12月

• ワークショップDRF/ShaRe-Yamagata（山形大学附属図書館）
• O-AIR（岡山）スタート
2月2月
• 沖縄地域学リポジトリ試験公開記念講演会（琉球大学附属図書館）
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ml-share @ hiroshima-u.ac.jp (ShaReプロジェクト)
tosho-seibi-repo @ office.hiroshima-u.ac.jp
（代表機関：広島大学）



広島県大学共同リポジトリ広島県大学共同リポジトリ

27



HARP：Hiroshima Associated Repository Portal

2006 広島大学のCSI委託事業の中で実験

HARP：Hiroshima Associated Repository Portal

• 2006～ 広島大学のCSI委託事業の中で実験

• 2008.4.30
広島県内 大学参加 式 タ– 広島県内の11大学参加により正式スタート

– 呉大・尾道大・広島国際大・広島国際学院大・広島女学院
大広島工業大 広島市立大 広島文教女子大 広島経済大大広島工業大・広島市立大・広島文教女子大・広島経済大
日本赤十字広島看護大・県立広島大

– 今年度内に２大学追加参加予定。今年度内に２大学追加参加予定。

• 運営：広島県大学図書館協議会（加盟館25）
広島大学は事務局として関わる広島大学は事務局として関わる

• 2008～ CSI委託事業受託。
アルバイトを雇用し、11大学の登録作業を行う。
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アルバイトを雇用し、11大学の登録作業を行う。



http://harp.lib.hiroshima-u.ac.jp/
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これまでの経緯
内容 担当ほか

2006.10 •実験プロジェクト立ち上げ。 8大学11名

広島大学のCSI委託事業（平和学リポジトリから広
島県内共同構築の着想）

•第1回勉強会勉強

2006.12 実験サーバ立ち上げ(DSpace,XooNips） 広島工業大

2007.1 第2回勉強会 9大学13名

2007.3 本稼動用サーバ導入 広島大

2007.6 第3回勉強会 9大学15名

2007 7 年度 委託事業報告会 発表 広島大2007.7 18年度ＣＳＩ委託事業報告会で発表 広島大

19年度広島県大学図書館協議会総会で事業化承認・委員会設立

ＮＩＩ学術ポータル担当者研修受講 広島工業大・広島国際大ＮＩＩ学術ポータル担当者研修受講 広島工業大 広島国際大
広島女学院大

第1回県大図協共同リポジトリ委員会

19年度活動計画策定

広島経済大（委員長館）

広島市立大・広島工業大
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19年度活動計画策定
広島国際大・広島女学院大・
広島大



内容 担当ほか

2007.9 県大図協第1回研修会（於：広島大学） 広島大・広島工業大発表
大学 名18大学47名

私立大学図書館協会西地区研究会で発表 広島工業大

2007.10 県大図協加盟館に意向調査 13大学が参加の意向2007.10 県大図協加盟館に意向調査 13大学が参加の意向

2007.11 DRF地域ワークショップ岡山で発表 広島市立大

2007.12 第4回勉強会 13大学17名第4回勉強会

2008.1 英国の共同リポジトリ調査
White Rose, SHERPA-LEAP

広島大

ポ 広島大 広島 大DRF国際会議2008 ポスター参加 広島大・広島工大
広島経済大

2008.2 第2回県大図協共同リポジトリ委員会
20年度活動計画策定

広島経済大学ほか5大学

20年度活動計画策定

2008.3 20年度の参加募集 11大学が申請

共同リポジトリ情報交換会（於：広島大学）共同リポジトリ情報交換会（於：広島大学）
（早稲田大・岡山大・長崎大・長崎国際大ほかＨＡＲＰ）

2008.4 第5回勉強会 15大学25名

31
正式公開 11大学



内容 担当ほか

2008.6 平成19年度CSI委託事業報告会 広島大学平成19年度CSI委託事業報告会 広島大学

CSI委託事業領域１採択通知

2008.7 平成20年度第１回共同リポジトリ委員会 12大学19名平成20年度第１回共同リポジトリ委員会
第6回勉強会

NII学術ポータル担当者研修受講 広島市立大学

2008.8 アルバイト研修 広島大学

大学図書館問題研究会全国大会（西南学院大学） 広島経済大学

立大学 書館協議会 究会 広島市立大学 広島市立大学2008.9 公立大学図書館協議会研究会（広島市立大学） 広島市立大学

埼玉県大学・短期大学図書館協議会(SALA)幹事会訪問
（女子栄養大学：坂戸市）

広島大学
広島市立大学（女子栄養大学：坂戸市）

2008.10 第7回勉強会 11大学18名

ワークショップDRF/ShaRe広島（広島大学） 日赤広島看護大学ワ クショップDRF/ShaRe広島（広島大学）

2008.11 長崎県大学図書館協議会研修会 広島経済大学

広島工業大学

新潟県大学図書館協議会研修会 広島大学

32

新潟県大学図書館協議会研修会 広島大学

2008.12 ワークショップDRF/ShaRe山形（山形大学） 広島大学



共同運営のための要素共同運営のための要素

シ ム ウ• システム・ソフトウェア

• 運営体制• 運営体制

• 意識形成
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システム・ソフトウェアシステム・ソフトウェア

広島工業大学に実験サ バ設置(2006 12)• 広島工業大学に実験サーバ設置(2006.12)
• オープンソースで導入し保守を業者委託

• 本番サーバは広島大学に設置(2007.3)
• 広島大学と別サーバにした理由広島大学と別サ バにした理由

– 物理的に困難

大学ブランドの向上が学内合意のキー（だった）– 大学ブランドの向上が学内合意のキ （だった）

– 作業の分担が図れる（だろう）

スキルアップのもくろみ（広島大学側）– スキルアップのもくろみ（広島大学側）
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共同で運営するための工夫共同で運営するための工夫

大学ご 個大学ごとの個別化

コミュニティごとにbaseURLを作成
→ハーベストの個別化

コミュニティごとにスタイルシートを作成コミュニティごとにスタイルシ トを作成
→デザインの個別化

タデ タ 大学名メタデータに大学名

→カバーページに表示
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→カバ ペ ジに表示



ハーベスト → ポータル

NII 学術機関リポジトリポ タル

ハーベスト → ポータル

国内IR（junii2準拠）のメタデータを

NII 学術機関リポジトリポータル

国内IR（junii2準拠）のメタデ タを
まとめて検索できるシステムを提供。
2008年10月22日試験公開

国内IRの詳細情報やコンテンツの
統計分析情報を提供。
2008年8月18日公開

国内IRのメタデータのうち，資料タ
イプが論文系 “学術雑誌論文”, “紀イプが論文系 学術雑誌論文 , 紀
要論文”, “一般雑誌記事”で，本文
があるものをCiNiiから検索し，IR
へリンク。
2008年10月6日本格運用開始

36

2008年10月6日本格運用開始



コンテンツ数は少ないけれどコンテンツ数は少ないけれど

学術機関リポジトリポータルJAIRO http://jairo.nii.ac.jp/
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存在イ ルステータス（今のところ）存在イコールステータス（今のところ）

析

総数 IR数 HARP
IRDBコンテンツ分析http://irdb.nii.ac.jp/analysis/

国立大学 87 59
公立大学公立大学 89 2 2
私立大学 580 22 8580 22 8
短大 434 0
高専高専 64 0
共同利用機関 19 0
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19 0



デザインデザイン

39



カバーページカバーページ

ジ も 学サーチエンジンからのアクセスにも大学名を明示
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利用統計利用統計

2008年5月1日～2009年2月1日

ダウンロード総数 58,248件 コンテンツ総数 2,052件

大学ごとの件数大学ごとの件数
大学ごとの件数
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大学 ダウンロード数



例：看護系論文 提供率小・需要大例：看護系論文 提供率小・需要大

本精神科看護学会誌日本精神科看護学会誌

日本看護研究学会雑誌
検索結果 本文あり 割合

日本看護科学会誌

日本がん看護学会誌

全体 5,921 

神奈川県立看護大学校看護研究集録

臨床老年看護

看護学 1,033 9 0.9%

歯学 401 24 6 0% 護

高知女子大看護学会誌

学校保健研究

歯学 401 24 6.0%

医学等 4,502 343 7.6%
学校保健研究

平成１７年度Nacsis-ILL複写依頼件
数の多かった和雑誌タイトルの一部

医学中央雑誌Ｗｅｂを

キーワード「老人」対象年2008年で検索

（日本赤十字広島看護大学図書館調べ）

42
参考：土屋俊「二股に分かれた長い尻尾：Nacsis-ILLにみる日本の学術と機関リポジトリ

http://cogsci.l.chiba-u.ac.jp/~tutiya/Talks/020807drf_waseda.pdf

数 多 和雑誌タイ 部



日本赤十字広島看護大学の
ダウンロード数 6,785件 （10ヶ月）

260 保健行動の運動セルフ・エフィカシー項目の検討260 保健行動の運動セルフ エフィカシ 項目の検討

224 メタボリックシンドローム防止と食習慣・運動習慣

151
第２９回国際ヒューマンケアリング学会:シンポジウムでの発表を終えて―

グ
151 

ヒューマンケアリング理論:教育・研究・実践への応用―

149 老人保健施設における入所者の貧血の検討

149 
看護組織における組織文化の測定尺度の妥当性の検証―フィールド調査結

果との比較から―

児童虐待防止における保健師の自信と力量形成に関する研究―H県内の保
145 

児童虐待防止における保健師の自信と力量形成に関する研究―H県内の保
健所及び保健センターに所属する保健師の実態調査より―

143 看護実践から見出した外来看護師の能力活用されていることを
139 脳性まひを持つ子どもの採血に関する看護師の考え

121 看護における"原理" "原則"の概念の用い方に関する問題

活用されて る を
実感する
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121 看護における 原理  原則 の概念の用い方に関する問題

116 第８回アジア太平洋タバコ対策会議（APACT）に参加して



必要経費必要経費

初期導入経費（サ バ シ テム設定）初期導入経費（サーバ・システム設定）
→CSI事業費

ランニングコスト（コンテンツ収集）
→各自（20 21年度はCSI事業費）→各自（20-21年度はCSI事業費）

保守委託費・サーバ更新積立金
→分担※

※11大学以上の参加で年額30千円程度
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県大図協の事業として県大図協の事業として

式事業とし 承認正式事業としての承認
全加盟館強制ではなく任意参加としての事業加盟館強制 なく任意参加 事業
（分担金が発生するため）

委員会の設置委員会の設置

補助金の支出補助金の支出

余剰金がない、全加盟館からの会費を使うことへの是非

参加館の数も未確定 運営も不確定なことから議論あり、参加館の数も未確定、運営も不確定なことから議論あり
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広島県大学図書館協議会

•
共同リポジトリ委員会
広島経済大学を始め

６大学で構成

各大学の研究成果を公開 協議、運営計画等

A B C D
事務局（広島大学）
・庶務・連絡調整

機関内での広報、コンテンツ収集、コンテンツ登録

大学 大学 大学 大学
システム班
・サーバ管理

HARP勉強会
普及班

HARP勉強会
（HARP参加館担当者＋ 有志で構成）

グル プウ ア メ リングリスト ワ クシ プ

・普及・広報

・勉強会の主催

サポ ト活動

46

グループウェア、メーリングリスト、ワークショップ ・サポート活動



広島大学の立ち位置広島大学の立ち位置

参加館にあらずＨＡＲＰ参加館にあらず
→コンテンツ登録なし・分担金支出なし

共同リポジトリ委員館・事務局として関わる
→会費の管理・システム関連の連絡会費の管理 システム関連の連絡
→勉強会を中心としたサポート

広島大学のメリットとは

ホンネ

国立大学は異動多
いし…

広島大学のメリットとは
→地域社会貢献事業

相互連携→相互連携

→スキルアップ
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意識形成 勉強会意識形成 -勉強会-

日時・会場 内容 参加者

06.10
広島大

（講義）「機関リポジトリ概要」「リポジトリシステムの現状」

「広島大学学術情報リポジトリ」 「コンテンツと著作権」

８大学
11名広島大 「広島大学学術情報リポジトリ」 「コンテンツと著作権」 11名

07.1
広島経済大

「コンテンツ収集方法について」（講義）

DSpace登録実習

9大学
13名

07.6
広島経済大

コンテンツ収集プラン策定

XooNips登録実習

9大学
15名

07.12 「コンテンツ収集のためのアプローチ」（講義） 13大学
広島経済大

ンテンツ収集のためのアプ チ」（講義）

カスタマイズ協議、登録実習

3大学
17名

08.4
広島経済大

公開直前登録実習、進捗段階別講義 15大学
25名広島経済大 25名

08.7
広島経済大

CSI委託事業作業打ち合わせ、コレクション作成実習 12大学
19名

委託事業作業打ち合わ 「最新動向 （講義） 大学
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08.10
広島経済大

CSI委託事業作業打ち合わせ、「最新動向」（講義） 11大学
18名



参加大学の意識変化（広島市立大学）

2006.6
事前アンケート

「リポジトリって何？」どこか遠くの話に聞こえた。

勉強会なら参加できそう。乗り遅れたくない。

2006.10
第1回勉強会

IRの概要について理解できたような気はするけれど…
うちの図書館にはまだ早い。他にできてないこといっぱいあ
るし でもこの勉強会には参加し続けようるし…。でもこの勉強会には参加し続けよう。

2007.1
第2回勉強会

広島工業大がサーバを構築したことに感動。

プロジェクトが本当に進行し始め・現実のものと捉えられる
ようになる。（でも本当にコンテンツ収集できるかな？）

2007.6 自学のプランを現実的に考えられるようになる。運営体制・
資金 安も 確 意 な第3回勉強会 資金の不安も明確に意識できるようになる。

2007.7
委員会発足

自分たちが事業を動かす番になったことを知った。
委員会発足

2007.12
第４回勉強会

運用がより現実的になる。運用の諸課題で意見が分かれ
た時、共同の難しさを少し感じた。

49
2008.4
第5回勉強会

登録上の細々とした迷いを相談できること、情報交換できる
ことが本当にありがたい。連携を維持していきたい。



実現の要因実現の要因

県大図協の正式事業県大図協の正式事業

先行大学のサポート（広島大）先行大学のサポ ト（広島大）

役割分担
普及（広島経済大） システム（広島工業大）→普及（広島経済大）・システム（広島工業大）
広報（広島市立大・広島女学院大）ほか

CSI事業費による準備

参加大学の前向きな姿勢参加大学の前向きな姿勢
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HARP の懸念 不安HARPへの懸念・不安 (アンケートからうかがえる変化)

2007.6（公開前） 2008.5（公開後）

•コンテンツの収集(3) •広島大学のサポートの存続(8)
•運営体制の確立(2)
•人員の確保(2)

•発展的解消後の自立(6)
•自学の自立との関係(3)

•参加館間の温度差(2)
•共同運用の労力(1)

•コンテンツの収集(2)
•人員の確保(1)

•ランニングコストの確保(1)
•知識のなさ(1)

•参加館間の温度差(1)
( )

•組織の維持(1)
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カッコ内回答数



県大図協間の温度差県大図協間の温度差

業務のプライオリテ• 業務のプライオリティ

• 研究大学と教育大学の違い研究大学と教育大学の違い

• 紀要発行団体との関係

金• 分担金より作業の手間
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課題課題

• マンパワーの問題

• 参加館間の格差参加館間の格差

• ＨＡＲＰの中で大学ブランドを
出 ける か ど 程度認める か出していけるのか、どの程度認めるのか

• 県大図協ＨＡＲＰ非参加館へもメリットのある県大図協ＨＡＲＰ非参加館へもメリットのある
ものになるのか

参加館が独立した場合 その後をどう考える• 参加館が独立した場合、その後をどう考える
か
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HARPに期待することHARPに期待すること (アンケートからうかがえる変化)

2007.6（公開前） 2008.5（公開後）

•学内成果の電子公開(3) •HARPを通じた連携強化(8)
•HARPを通じた連携強化(3)

•コンテンツの充実(2)

•参加館の拡大(6)
•ノウハウの共有(3)

•参加館の拡大(1) •学内成果の電子公開(2)
•安定的な運営(1)
•汎用性の高いモデル構築(1)
•自学IRの独立支援(1)( )

カッコ内回答数
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結局のところ、共同リポジトリHARPは・・・
共通の新しい課題に取り組み、

定期的に顔の見える勉強会を持つことで定期的に顔の見える勉強会を持つことで、
県内大学間の協力関係を強化させるプロジェクト

・・・になっているになっている

立ち上げ時のスローガン：

費用と労力をシェアして機関リポジトリの構築を費用と労力をシェアして機関リポジトリの構築を

課題もシェアし、一緒に解決
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もう一度 共同構築の意義もう 度、共同構築の意義

経費 技術 ノウ ウの共有• 経費・技術・ノウハウの共有

• リポジトリ構築の障壁除去リポジトリ構築の障壁除去

→オープンアクセスの拡大

• 連携の強化• 連携の強化

• サブジェクトポータル構築

→地域活性化・社会貢献
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まとめまとめ

機関リポジトリ• 機関リポジトリ

– オープンアクセスによる学術成果の普及

• 共同リポジトリ

中小規模機関へのオ プンアクセスの拡大– 中小規模機関へのオープンアクセスの拡大

• 地域の共同リポジトリ

– 地域の学術のショウケース化と、
顔の見える距離での連携強化顔の見える距離での連携強化

沖縄地域学リポジトリに期待しています
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沖縄地域学リポジトリに期待しています



参考参考
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ンパスリポジトリ” 情報管理 vol.51 no.1 （2008）
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• Moyle，M. and Stockley，R. and Tonkin，S. “ SHERPA-LEAP: a 
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institutional repositories ” OCLC Systems and Services vol 23no 2institutional repositories. OCLC Systems and Services vol.23no.2 
(2007)  http://eprints.ucl.ac.uk/2663/1/oclc.pdf 

• DRF/ShaRe-HiroshimaDRF/ShaRe Hiroshima
http://drf.lib.hokudai.ac.jp/drf/index.php?DRF%2FShaRe-Hiroshima
共同リポジトリ構築事例報告（埼玉・岡山・山口・長崎・広島・山形）ほか
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